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研究の概要 

地域住民に対する薬育を推進するための研究 

 

現在、薬剤師は、地域住民の疾病予防や啓発活動に貢献することが求められている。薬学教育においても

「住民・児童生徒に向けた保健知識の普及指導・啓発活動を実践して、住民・児童生徒の公衆衛生意識を向

上し、生活環境の向上に積極的に寄与する。」と令和４年度改訂版薬学教育モデルコアカリキュラムに明記

されている。 

 

本学では薬学部の学生を中心に、部活動の一環として、「薬育」をおこなっている。「薬育」とは、薬学

生が小中学校や高齢者施設等へ赴き、医薬品の適正使用や薬物乱用防止、フレイル予防など健康な身体をつ

くるための教育活動と定義している。 

 

これまで薬剤師がおこなうくすり教育や薬物乱用防止教室の効果等について検証した研究は多くあるが、

薬学生が実施した薬育に関する研究は少ない。そこで、薬育の経験が薬学生や地域住民にどのような影響が

あるのか、また保健知識の普及指導・啓発活動ができる薬剤師を養成するためにどのようなプログラムが必

要か検討する。 

【学会発表】 

・「地域に貢献する薬剤師を養成するための取り組み―薬学生による薬育教育の実践―202109」 

・「将来の薬剤師がプライマリケアを行うための薬育教育―薬学生による中学校保健体育の授業での薬育の

実施―202208」 

・「薬学生が地域住民に対して「薬育」を行うことによる教育効果」 

本研究は地域住民の薬を含めた健康意識の向上、健康行動の実践、将来的には健康寿命の延長、医療費の

削減に繋がる可能性が期待できる。また、保健知識の普及指導・啓発活動など健康サポートを積極的におこ

なうことができる薬剤師の養成に繋がる。 
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